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GL New州odet 90

This paper outlines the new teclmology and designs

Model 90 which were released on lst August, 1985.

Main features are :

化工扱事業部 技術部 技術第2課
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Tetsuji Kobayashi

to be adopted on Glasteel Reactor

a) Development of extremiy high alkali resistantglass #9000, whichalso
has first-class acid

resistance.

b) New devices are applied to accessories such as
agit,ator,

baffle,
clamps and gaskets, which

will assure less maintenance and maxmal safety.

c) Two-piece (shaft and blade) agitator and

duced as option.

当社は1985年8月1日むこGlasteel Reactor New Model

90を発表した｡この新しいReactor seriesについて,その

特長を解説する.主な特長を上げると, a)耐酸性VL加え耐

アルカ1)性を大幅VL_向上(従来品の2倍)させたNew glass

卵000を採用した｡ b)撹拝巽,バッフル,ガスケッ†等付

属品FL_数々の改艮を加え,保守の容易さおよぴ安全性を向

上させた｡ c)オブs/ヨンとして凝.立式撹拝巽,缶内モニタ

1)ング装置を商品メニュ-に加えた｡などである｡

＼

州

第1園 新標準反応機の概要

Fig. 1 0utlirle Of new model

monitoring system inside the vessel are intro-

ま え が き

化学業界では製品の多様化が進み,装置もこれに合わせ

たニーズが生まれ,機器メーカーの製品改良はこのニーズ

に合わせて進められているo

当社のグラスチ-)I,製反応機VLついても,時代のニ-ズ

に合わせて標準化を進め,汎用機種についてほ1977年より

ス†ック生産体制を実施するとともに,部分的な改善およ

び新技術の採用を幾度か行ってきたが,今回全般的な見直

Reducer.･･････････････New type of drive is provided, on which commercial reducers catl

be mounted.

Drive pedestal -･.-Easy to de-assembly and maintenarlCe, designed compact.

Shaft
seal･-････--Non metalic mechanical seals, gland seals and

dry
seals are available.

Supports
--････-Fixed

by flange structtlre not llSing baffle holder which has possi-

bility of leakage from coil packings.

Clamp
-････-･･･.･Equippedwith

drop･prevention rings arid cap ntltS Stlrface is teated

antl･ruSt.

Baffle
---･･-･Newly

desibqed fin-baffles are provided and new glass 8100 is

applied.

Messonde T. pH ･･･Non･metalic meastlrement System Of temperature and pH.

Agitator -･･･-･････There
are four types of standard agitators. They make it possible

to select wide range of agitation reqlユirements wi血combination

of baffles for optional features cryo･look agitators are availab一e.

FltlSb val∇e･･---Ne∇ type of be11o∇ type valve is provided as standard fllユSb valve

SerleS.

Gasket
I.･.･･･--･-.Easy-maintenance gaskets have simplified gasketthickness adjustmerlt

work.
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第2 図 ニューグラス♯9000

Fig. 2 New glass ♯9000

i/を行って面目を一新した新標準反応機のシ1) -ズ化を終

乙たので,その内容を紹介する.

なお,新標準反応機R:は次項vL_述べるような数々の特長

)ミ盛込まれているが,計画に際し,次のことに重点をおい
トI

し.一O

1)高耐食性のグラスの開発を行い,画期的なグラスを提

供する｡

2)部品の標準ユニット化を進め,組み合わせを変えるこ

とによって,目的に応じた多様性が得られるo

3)メンテナンスの省力化および安全性の向上｡

4)性能を向上するとともR=メカトロ化を組み入れた製品

とする｡

l.ニューモデル反応機の概要(第1囲)

ニューモデル反応機の主な特長を要約すると

1)耐酸性,特に耐ア)I,カ1)性にすぐれた者9000グラスを

採用した｡

缶体匠は者9000グラスのみを,髭押葉およびバッフル忙

は結晶化グラスのヌーセライトの上に♯9000のグラスを

かけた♯8100グラスを採用した｡
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2)従来の撹拝磯用標準機種に加え,汎用の減速機を搭載

できる伝導装置を設計し低価格で保守の簡単な構造とし

た｡

3)実績のあるメカニカルシー)I,,グランドs/-ルに加え

ドライシ-ルを標準メニューに入れた.

いずれもノン･メタリック構造で,それぞれの撹拝軸軸

頭形状を統一し,各軸封形式の変更に際し,相互移行を

容易にした｡

4)各種撹拝巽,バッフ)I,の組合わせ内容を更V-充実し

た｡

撹拝巽は4枚後退パド/レ,傾斜タービン,アンカー巽を

オプションとして追加したo

これらはグラスライニング軸と組立式VLなっており,ク

ライオロック･アジテ-メ-と呼ばれる｡

バッフルはフィンバッブルを新標準として採用した｡

5)ガスケッTl厚み調整の自動化(イ-ジ-メンテナン

ス･ガスケッ1-)および袋ナット付クランプ(防食処理

施行)の採用により,また,ベロ一式フラッシュ弁(ノ

ン･ 1)-ク式)を新標準に加え,保守の容易さをほかっ
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さらVL,クランプには落ち止め金具を設け,作業の安全

性が向上した｡

6)缶内モニタリング装置,髭群速度のコントロールなど

メカtロ化された装置をメニューに加えた.

2.ニューグラス♯9000
(耐食デ-タは第2図参照)

グラスライニング用グラスの耐食性は,理化学実験用ガ

ラス器具R:匹敵する高耐食性材料であるが,アルカ1)には

弱いという宿命を持っている｡

今回,当社は酸VL対しては,最高級の耐食性を持つ従来

の♯3100グラスに耐アルカ1)性を2倍にし,耐酸性も向上

させた世界的にも画期的な新しい者9000グラスを開発し,

ニューモデル缶FL適用したo

(CAT. No. 124 Glastee1 9000を参照)

3.伝 動 装 置

従来の壬党拝機用減速機SW塾, LB塑, VfI型に加え低

価格,イージ-メンテナンス塑伝動装置を開発した｡

この伝動装置の特長は第3図に示すようR:,特殊な治具

を使わなくともシー)I,交換の際,缶内忙入って軸を支える

必要のない設計となっている｡

撹拝軸を支持した後,撹拝軸上部の割塾軸技手を開き,

軸受を外すと,シ-)I,箱およびシールが取り出せ,シール

面,シー)I,箱,軸頭部の点検,清浄, s/-)i,およびパッキ

ンの交換ができる｡

架台には,当社標準減速機以外K:市販の減速機の取付け

もでき,多目的用ドライブ機構として使用できる｡

Half coup I.I-････Fix
bc'thshafts tight. Easy to deassemble shaft.

Seal
-･･--･･--Non-metalic mechanicals seal. Easy to

change

otber seals

Groove=-----No need to enter vessel to exc王Iange Seals

Support

Adjusting screw-Adj-ユStable
for

gasket re-tightening

第3 国 ドライブ

Fig. 3 Drive

4. メカ=カルシールおよぴグランドシール

(第4囲)

グラスライニングされた缶体材質に合致したノン･メタ

リック構造が標準である｡

従来,低圧シ-)I,にはグランドシ-)i,が有利と考えられ

ていたが,腐食液を取扱うグラスチー)i,製反応磯VLは, i/

-)I,部よりもれるガス体による腐食,作業環境,グランド

パッキン部の保全などを考えると,メカニカルS/-)i,の価

値が浮び上がってくる｡

この点を考慮して新標準反応機は,いずれのS'-ル型式

にも比較的簡単に仕様変更ができるよう設計されている.

すなわちシ-)I,軸径をメカニカルシ-ル,ドライシー)I,お

よびグランドs/-)I,とも同一寸法とし,相互への変更を容

易にしたo

また,軸受部の形状も同一のため,架台は共通化され

たo標準のメカニカ/I,S/-)I,部は,第5囲VL示すスタック

アップ構造で,缶内最大圧力10kgf/cm2Gの設計となっ

ている.摺動部はカ-ボン製回転l)ングとヌ-セライTl嚢

(オプションとしてセラミックソl)ッド製もある.)p固定

s'- t.の組み合わせで,グラスライニングされ,研磨され

た撹拝軸に対してはPTFE材でシー)I,されている.

また,潤滑剤を使わないメカニカ)I,s/-)I,の-撞ドライ

シ-ル-の変更も可能で,潤滑剤やシ-/I,摩耗粉等の反応

横内-の異物混入を嫌うプロセスVL使用されている｡ (讃

6園)

但し,最高使用圧力は,真空,大気圧を標準としてい

る｡

Vol. 29 No. 8 (1986/3) 神鋼ファウドラ-技報 d



Floating seat

Spring

Set screw

O
-
rillg

i

Oil seal

¢Lub. outlet

0
･rirlg

-I VVater out一et:

Retai tler

ー1Vatel･ illlet

Dust seal

Acriトcover

Spring
･-････.･-･･････Keep packing tight

Nucerite ･･･

･････.･･････Anti･abrasion rluCerite lining #7000

Asb. sheeい----･Protect glass surface

Coil
packing -I-･･･.PTFE

imprignated asbests coil

Jacket ･･-･･････････-Cool stuffing box

･-o-piecebox･ I ･ I. ･ - (LU.pEeer,
hhaal.ff=:

agll=slfdTteae1.loy
casted

Packing
-----Carbon

fiber
coil packing

PTFE ring ---･･Protect glass surface

第4 図 NSL型クt'ランドs/-ル

Fig. 4 NSL Gland
seal

Wedge
ring (PTFE)

Cj Lub. jlllet

Seal ring
Seat (nllCeriteor

ceramic)
CLT gasket

第5 国 メカニカ)t'シ-〟

Fig. 5 Mechanicalsea1

5.撹 拝

5. 1 フィンバッフル

3枚インベラ一翼との組み合わせとして従来フィンガー

バッフル(上向,下向), D塑バッフルおよびⅠ塑(ビー

バ-テイ)I,塾)バッフ)I,が使用されてきたo

今回フィンバッフルを標準化した｡これにはつぎの様な

特長がある｡

1)フィンガーバッフ)I,より強い鑑群が得られるo

取付角度を変える事により強い撹群から弱い撹拝までが

得られ,葬断型から循環流塾フローパタ-ンまでが自由

vL_選択できる｡

j=

Cra111p ring

Sprillg

Ret ainer

Bellows (PTFE)

Seat (ceramic)

CLT gasket

第6 図 ドライシ-)I/

Fig. 6 Dry
seal

2)グランドによるサボ-トを止め,ノズ)I,に直接フラン

ジ止めをするため,グランドパッキンからの洩れが無く

なり,保守も容易FLなる｡

3)ノズルから挿入できるため,告内深く入れることがで

きる｡

このため測温上,最低き夜面が減り,プロセスの多様化に

追随できる｡

4)バッフル取替えの際,
L缶内に入る必要がなくなった｡

第7, 8園忙各連投押葉,バッフ/レを示すo

3枚インベラ一翼は5種のバッフルとの組み合わせが可

神鋼ファウドラー技報 Vol. 29 No. 8 (I986/8)
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との組み合わせが適している｡

5. 2 クライオロック(第9図)

クライオロックアジテ-タ撹拝軸と撹押葉を別々VL造

り,これを組立てるものである｡

このことはステンレス機器の場合は当然のことである

が,グラスライニング匠ついては不可能とされていた.

それは,ボス,キー,ボ)I,T･,ナットいずれの機械要素

をとってみても,オ-/レグラスライニングという訳VLはい

かないからである｡

このたび当社が商品化した,クライオロックアジテ一夕

ほこの不可能を克月反したものである｡

原理はいわゆる冷しはめ(クライオロック)である｡

撹押葉と一体忙なったボスの内面を寸法的むこ精密に,か

つ表面を滑らかに研磨し,相手方の虎群軸の方も同様R:仕

上古ずはめあいをさせる.

軸の方を政体窒素で冷却し,軸径を縮ませてボス忙はめ

るo常温に戻ると軸が元どおり広がり,ボスと強固に結合

する｡これは温度のみに依存する可逆現象であるから,分

解も組立も同じプロセスで行える｡

クライオロック翼は,上鼓のサイドマンホ-/レから挿入

できるので,翼の取り替えFこセンターマンホ-/レを必要と

しないし,伝動装置を取り外す必要もない｡

アンカ-巽はスパンが構内壁に合わされているので,通

常は,開放型(NP, NE型缶)忙しか取り付けできない

が,クライオロック巽は密閉型(NR塑)にも,取り付け

Span

i
Turb i°e

d/D-0. 25′-0. 4

l

第7図 鑑群巽の形状

Fig. 7 Agitators

第8図 パワフルの形状
Fig. 8 Baffles

D-type トtype

することができる｡

アンカ-巽の姪かVL,後退タ-ビン翼,平板タービン

巽,傾斜タービン襲など,目的に応じた巽を取り付けるこ

とができる｡

平板タービンと後退タ-ビン巽は,フィンバップルと組

み合わせて強力な撹拝をすることができる｡

3枚インベラーとフィンガーバッフルとの組み合わせの

約5倍のNp値が得られる｡

傾斜タービン巽は,半径方向のほかに軸方向の流れが得

られ,先述したタ-ビン巽の勇断力の一部を循環流に変え

るものである｡

クライオロック襲によって得られるメリットは以上の捻

かR=,上境ノズ)I,,マンホー/レの計画がやりやすいことで

あるol.センターマンホ-ルが不要のため,サイドマンホ-

)I/を大きくすることができるo配管用ノズ/レ, /＼ンドホ-

)I,等のサイズ,個数を増やすことができる｡更に圧力容器

設計上のメリッ†として,より高圧のベッセルが造れるこ

とで友,る,0

6. イージーメンテナンスと安全性

付属品甘こ閲し改善を行った｡

6. 1 イージーメンテナンス･ガスケット

(CLTF, CRTF, CLTG, CRTG)

グラスライニング機器に設けられている大口径の開口部

のフランジ面は,多少のうねりがあり,ガスケッ†厚みを

調整する必要がある｡

この作業を無くし容易忙隙間調整のできるガスケットを

Vol. 29 No. 3 (I986/8) 神鋼ファウドラー技報
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開発した｡ (第10園)

フランジグラス面の隙間不同を調整する場合,従来のア

スベストを使用して行うガスケッ†調整を,樹月旨や樹脂含

浸フエ/レ十シートを中芯に使うことによって,調整-i/-I

のいらない構造とし,ガスケッ†調整作業を簡略化･Lたも

のである｡

サイズは¢800の径まで標準化している｡

F塑は150oCまで, G型は200oCまで使用可能で濠'る｡

6. 2 クランプ

クランプに樽殊な表面処理を行い,耐食性をもたせたo

さらに袋ナッT･を使用しネジ部の耐食性を万全にした.

クランプには落ち止めを設け作業の安全性をはかった｡

(センターおよびサイドマンホー)I,)

7. メ カト ロ 化

7. 1撹拝速度のセット,コントロール

第9 図 クライオロックアジテ

ー･タ
Fig. 9 Cryo･1ock agitator

第10図 イージーメンテナンス些

Fig. 10 Easy･maintenance gasket

インバータおよびパソコンを使って,撹拝の自動化を

行う｡

7. 2 缶内モニタリング装置

ファイバースコープを使って,缶内の様力をブラウン管

上で見ることができる｡

む す ぴ

New Model 90ほ者9000グラスと♯8100ヌ-セライトの

コンビネーションで耐食化学機器として完成させると共

むこ,構造･機能面でユーザ- ･ニ-ズを大巾にとり入れた

GL反応磯であるo またクライオロブク･アジテ一夕(秤

鋼7アウドラ-技報Vol. 29. No. 2. P21.参照)に見られ

る様に技術革新の成果もメニュ-R:加え,グラスライニン

グ撹拝槽の多目的用途-の展開も試みた｡今後共ユ-ザー

各位から御要望を受けながら対応し,更に使い易い横能の

充実した横着削こするために努力する所存であるo

神鋼ファウドラー技報 Vol. 29 No. 8 (1986/a)


